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令和 6年 2月 13 日（火）、「第 28 回土砂流入小委員会」が釧路地方合同庁舎 5階
共用会議室で開催されました。

■土砂流入対策の取り組み

　湿原や湖沼への急激な土砂の堆積による環境の悪化を防ぐため、流域か
らの土砂流入量の軽減を図る目的で検討を行っています。
　小委員会の目標は、次の 3点です。
目標①：久著呂川流域開発前の湿原土砂堆積速度程度となるよう、流域開発
　　　　の拡大に伴って増加したと考えられる湿原流入土砂量を軽減します。
目標②：具体的には、「釧路湿原の河川環境保全に関する提言」(平成 13
　　　　年 3月 ) での検討結果や、流域で実施可能な対策を考慮して、湿
　　　　原に流入する土砂量を現状から 4割軽減します。
目標③：久著呂川の流砂量、対策地での土砂捕捉量および湿原堆積土砂量
　　　　の変化をモニタリングして対策効果を把握・検証しつつ事業を推
　　　　進します。

■土砂流入小委員会とは

■開催概要
小委員会には、27名（個人12名、団体8団体、オブザーバー2団体、関係行政機関5
機関）が出席しました。また、第11期（後期）の新規委員の新規登録はありませんでし
た。前期に引き続き、小委員会全体では50名が所属しています。
　今回も、水循環小委員会との合同開催を実施し、このうち土砂流入小委員会では、
「久著呂川における土砂流入対策について」、「事務局報告」について事務局より報告
があり、それぞれに対する意見交換が行われました。なお、合同検討として、「雪裡川
の現状と課題」などについて」事務局より報告がありました。

　目標達成のため、久著呂川では、河道の安定化対策、排水路合流部沈砂池、河川沿いの土砂調整地、湿原流入部土砂調整地を
実施してきています。
　また、令和 6年度より水辺林・緩衝帯を実施する予定です。

令和元年に完成し、現在はモニタリングを行っています。

　土砂流入小委員会は、釧路湿原自然再生協議会の７つ
ある小委員会の一つです。

河道の安定化対策

平成 19年から河道拡幅、床止工の工事に着手し、
対策を実施しながらモニタリングを行っています。

平成 17年に整備が完了し、現在はモニタリングを行っています。

令和 2年に整備が完了し、現在はモニタ
リングを行っています。

排水路合流部沈砂池湿原流入部土砂調整地

右岸越流部

左岸越流部

人工ケルミ

人工ケルミ
久著呂川

久著
呂川

第 28 回土砂流入小委員会の様子

清水委員長

河川沿いの土砂調整地 水辺林・緩衝帯

令和 6度から基盤造成や植栽を行う予
定としています。

長澤委員長代理



11 河道の安定化対策（釧路建設管理部）

2 河川沿いの土砂調整地（釧路建設管理部）

3 水辺林・緩衝帯（釧路建設管理部）

●緑文字は今後実施予定、赤字は今年度施工する予定のものです。
●対策前は年当り 2180m³ 生産されていましたが、これまでの対策により土砂生産量は減少傾向となっており、令和 4年度の土砂生
　産量は 130m³ となっています。

土砂生産量のモニタリング結果

対策の実施状況

●令和 2年～令和 4年の平均土砂堆積量は 1,660m³ となっており、概ね実施計画と同程度となっています。
●土砂調整地に堆積している土砂は、多様な分野・用途における利用できる可能性があります。
●堆積土砂の特徴について情報提供し、関係者と土砂の運用、費用負担、掘削時のルールなどについて検討を進めていきます。

土砂堆積量のモニタリング結果

●表土をすき取りし箇所に客土を行い、防草シート、砂利によりマルチングを行います。自然林から種を採取して苗を育て、現地に
　植栽を行います。

実施内容（基盤造成）
実施内容（植栽）

堆積土砂の活用方法



4 湿原流入部土砂調整地（釧路開発建設部 治水）

5 排水路合流部沈砂池（釧路開発建設部 農業）

●令和 5年度の土砂トラップ期間中の流下土砂量は約 370m³ でした。このうち、左右岸の土砂調整地内に堆積した土砂量は 88m³
　であり約 2割が堆積しました。

令和 5年度のモニタリング結果【水位観測結果】

令和 5年度のモニタリング結果【土砂トラップ調査結果】

●土砂調整地完成後（R1～ R5）における軽減効果を下記のとおり算定しました。
●土砂調整地完成後の 5か年において、実施計画の目標とした 4割軽減を達成している結果となりました。

湿原流入部土砂調整地完成後の評価【シミュレーション結果】

土砂調整地あり・なしにおける年間の湿原への流入土砂量
　　　　　　　（土砂調整地完成後の R1以降）

●釧路川流域内で整備された農業用排水路では、河川との合流地点等に沈砂池を設置することにより、下流域への土砂流入対策を行っ
　ています。
●今後も、釧路湿原への土砂流入対策の一環として、整備された農業用の排水施設において、地域の取組み状況及び土砂の堆積状況
　等を把握をしていきます。

排水施設の管理状況【鶴居第 1地区】 排水施設の管理状況【南標茶地区】

年間の湿原堆積・流入土砂量（シミュレーションによる算定結果）



土砂流入小委員会・水循環小委員会の合同検討

●昨年度に引き続き、今年度においても土砂流入小委員会と水循環小委員会が合同開催で実施されました。
　今回の合同開催では、土砂流入・水循環それぞれ所属していない小委員会の内容への意見や討議参加が可能となりました。
　次年度以降は、両小委員会並列型の合同開催から、内容も合わせた合併型に移行することとしており、更なる内容の充実と活発
　な議論を行っていきます。
　なお、今年度は再生普及小委員会と地域づくり小委員会、湿原再生小委員会と河川環境再生小委員会も合同で開催しています。

自然再生目標と具体的施策について 2025 年度の合併に向けた各小委員会のスケジュール

6
■土砂流入小委員会・水循環小委員会の合同検討の実施

①雪裡川の現状について
■合同検討テーマ

●雪裡川は、現在未対策の河川において最も湿原への流入土砂量が多い河川であることから、次の自然再生検討河川の候補とし
　て挙げられました。
●雪裡川は 1973 年から 1979 年にかけて河道が直線化され、河道の直線化・排水路整備に伴い、農地造成などの面開発が進展
　してきました。直線化された河道は、左右岸の旧川に挟まれた立地環境となっています。

雪裡川の河道変遷

雪裡川

旧川

雪裡川の現地状況写真（R4.9.27）

②雪裡川の課題について
【課題 1. 湿原上流での土砂生産】【課題 1. 湿原上流での土砂生産】
●雪裡川の中流域では、河床・河岸に凝灰岩が露出し、河床低下区間が断続的に存在しています。
　河床低下に進行に伴い床止工や護岸工が損壊しており、土砂の生産源となっています。
●河道を安定させることで土砂生産を抑え、湿原に流入する土砂の量を軽減する必要があります。

【課題 2. 湿原流入部における河道内への土砂堆積】【課題 2. 湿原流入部における河道内への土砂堆積】
●雪裡川の湿原流入部付近では、明渠排水掘削を行った当時と比べて 1～ 2.5ｍ程度河床が上昇
　しており、直線河道への土砂堆積が進行しています。
●河床低下の上昇に伴い、雪裡川の水位も上昇し、農業排水路への逆流も確認されています。

雪裡川（中流域）の河床低下の状況
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【自然環境の課題に関するヒアリングの実施】
●自然再生の実施に向けた自然環境上の課題について、有識者にヒアリングを行いました。

【社会環境の課題に関するヒアリングの実施】
●自然再生の実施に向けた社会環境上の課題について、地元関係者にヒアリングを行いました。

　　（釧路市立博物館：加藤委員、野本委員、貞國委員、　北海道教育大学釧路校：川西委員）（釧路市立博物館：加藤委員、野本委員、貞國委員、　北海道教育大学釧路校：川西委員）
　　・直線河道は川幅が広くて水深が浅く、魚類が少ないため、旧川を復元して魚類の生息環境を改善する考えに問題ありません。
　　・現状でも雪裡川から旧川に流入しているので、雪裡川から旧川に流入しやすくする掘削が必要か検討する必要があります。
　　・雪裡川は大きな川ではないので、大規模な工事は避けたほうが良いです。

　　（タンチョウ保護研究グループ：百瀬氏、　鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ：原田氏、　鶴居村教育委員会：音成氏）（タンチョウ保護研究グループ：百瀬氏、　鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ：原田氏、　鶴居村教育委員会：音成氏）
　　・旧川復元により魚類の生息数が増え、タンチョウの餌が増えることは良いです。特に冬の餌は動物質に頼る傾向があります。
　　・自然再生を進める上では、地元から応援してもらえるような体制作りが必要です。
　　・冬期の工事では工事期間や工事を行う時間に留意が必要です。

■タンチョウについて■タンチョウについて

■動植物について■動植物について

　　（北海道立総合研究機構：卜部氏）（北海道立総合研究機構：卜部氏）
　　・サケの生息にとってはプラスになる事業です。
　　・工事時期について、漁業者との調整が必要です。

■サケ科魚類について■サケ科魚類について
　　（NPO法人環境把握推進ネットワーク -PEG：照井委員）（NPO法人環境把握推進ネットワーク -PEG：照井委員）
　・自然再生予定箇所でのキタサンショウウオの在・不在は不明
　　なので、確認のための調査を行った方が良いです。

■キタサンショウウオについて■キタサンショウウオについて

■鶴居村■鶴居村

　　・隣接地域では、排水路の逆流など営農に支障があり、排水不良の改善が切実な要望です。
　　・雪裡川の河床上昇対策や、排水路機能の回復が図られることを期待しています。
　　・音羽橋下流のタンチョウのねぐらは鶴居村の大きな観光資源です。インバウンド需要も含め、宿泊や観光ガイド業も行われて
　　　います。タンチョウの姿を見たり写真を撮影しに多くの観光客が訪れるため、ねぐら位置が移動すると観光面での影響が大き
　　　く、心配です。

■下雪裡地区における農業振興懇談会■下雪裡地区における農業振興懇談会

　　・雪裡川の水位低下につながる対策も検討してほしい。
　　・大雨時には逆流した水が農地に氾濫してしまう。
　　・2号幹線明渠排水の排水機能が改善されると良い。
　　・旧雪裡川へより多く流せることで、排水性が改善できると良い。
　　・農地のかさ上げのための土砂提供など、事業連携はありがたい。

②雪裡地区の気象・水文の分析
【将来の気候変動による降雨・出水の予測】【将来の気候変動による降雨・出水の予測】
●過去・将来の気候を再現・予測する気候変動予測
　モデルの解析結果を用いて、釧路湿原周辺の気候
　を分析した結果、年最大日降水量は大幅に増加す
　る一方で、降水が短時間に集中する傾向が強くな
　ることが予測されました。 【原始の姿の数値シミュレーション】【原始の姿の数値シミュレーション】

●人工改変の少ない本来の湿原の姿を数値シミュレーションを用
　いて推定した結果、雪裡川の暗渠・明渠排水路、直線河道の周
　辺で地下水位が低くなっている傾向が見られました。
　河道の変化が地下水の流動に影響を与えたと考えられます。

平均水位推定分布の比較

●河川流量については、融雪出水が前倒しになり小規模に　
　なることや、夏期は洪水が増加することが予測されました。

雪裡川上流部の年最大日雨量 雪裡川雪裡地点の河川流量

委員長　　　委員　　 事務局

原始の姿のシミュ
レーションは、昔
の河川の状況を再
現することで得ら
れる知見から、今
後の対策に活かし
ていくことを目的
に実施しています。

20 世紀の
気候の再現

各国の研究
機関の予測
データ 6種

このような意見交換が行われました。

撤去した土砂を希望する農家もいる。河川沿い土砂調整地の
土砂は農地に戻すことも考えてほしい。

河川沿いの土砂調整地を実施する箇所の生物の調査は行って
いないのか。調査しているのであれば成果として残しておい
てほしい。もし調査していないのであれば、今後調査した方
が良いのではないか。

水辺林の樹種や大きさはどのように考えているか。大きいと
倒れてしまうため、低木が良いのではないか。

土砂の活用については、関係機関と連携して実施していき
たいと思っている。

タンチョウが集まる場所となっているため、鳥類について
事前に調査を行っている。魚類については全川的に調査を
実施しており、適切なタイミングで生物調査を実施してい
きたい。

水辺林には土砂の捕捉以外にも多様な機能を期待してお
り、在来種を植樹する予定である。河川沿いに植樹するの
で、現在、河川周辺で繁茂している植物と同程度の高さま
で育つものと考えている。

【河川沿いの土砂調整地】

【水辺林・緩衝帯】



第28回  土砂流入小委員会[出席者名簿（敬称略、五十音順）] ◎委員長 ○委員長代理
●個人
井上　京
(北海道大学大学院 農学研究院 教授)
岩崎　理樹
(北海道大学大学院 工学研究院 准教授)
岡田　操
((株)水工リサーチ 取締役)
木塚　俊和
(北海道立総合研究機構
産業技術環境研究本部
エネルギー・環境・地質研)
坂井　一浩
（八千代エンジニアリング株式会社
北海道営業所）
櫻井　一隆
清水　康行◎
(北海学園大学 工学部 特任教授)
新庄　興
長澤　徹明○
(北海道大学 名誉教授)
中津川　誠
(室蘭工業大学大学院 工学研究科
くらし環境系領域 教授)

特定非営利活動法人 EnVision環境保全事務所
（浜　久美子）

●オブザーバー
標茶町農業協同組合
(代表理事理事長/鈴木　重充)
釧路丹頂農業協同組合
（代表理事組合長/千葉　喜好）

●関係行政機関
国土交通省 北海道開発局 釧路開発建設部
(治水課長/市川　嘉輝)
北海道 釧路総合振興局 釧路建設管理部
(治水課長/野神　巧一)
釧路市 市民環境部 環境保全課 自然保護担当
(課長補佐/元岡　直子)
標茶町 農林課 農業企画係
（主任/木元　康士郎）
鶴居村 産業振興課
(農政係長/寺島　圭亮)

早川　博
(北見工業大学 社会環境工学科 教授)
平間　清
((有)平間ファーム)

●団体
日野組
(取締役副社長/日野　彰)
釧路川水質保全協議会
(釧路市上下水道部 水道管理課 専門員/
加藤　貴史)
釧路自然保護協会
（会長/神田　房行）
釧路湿原国立公園連絡協議会
(事務局次長/元岡　直子)
公益財団法人 北海道環境財団
(環境教育課長/山本　泰志)
標茶西地区農地・水保全隊
(隊長/佐久間　三男)
国立研究開発法人 土木研究所寒地土木研
究所 寒地水圏グループ 水環境保全チーム
(上席研究員/柿沼　孝治）)

釧路湿原自然再生協議会運営事務局
問合せ先（土砂流入小委員会運営事務局）
【担当機関】北海道釧路総合振興局釧路建設管理部治水課
【所在地】〒085-0006 釧路市双葉町 6-10
【TEL】0154-23-9183
【FAX】 0154-23-9119

※1「釧路湿原の河川環境保全に関する提言」
（https://www.hkd.mlit.go.jp/ks/tisui/qgmend0000001c2a.html）

※2「土砂流入対策実施計画［久著呂川］」          （https://www.hkd.mlit.go.jp/ks/tisui/qgmend000000492s.html）

委員長　　　委員　　 事務局

このような意見交換が行われました。

土砂堆積により植生への影響が生じると思うが、湿原流入部
土砂調整地の植生調査は実施しているか。

個々の施策の評価に加えて、全体の評価はしないのか。

湿原を 1980 年代の状態に戻すとオソベツ川の氾濫等により
農家は生計を立てられなくなる。過去の反省を全く教訓にし
ていないと感じる。農家のことも考えて湿原再生を検討して
ほしい。
将来気温が上昇した場合、釧路地方は日本の穀倉地帯になる
可能性を秘めている。温暖化を考えるなら、将来の農業の姿
も考えながら湿原再生に繋げてほしい。

農地かさ上げのための事業連携について詳しく説明してほし
い。
久著呂地区では、沈砂池に堆積した土砂を希望する農家に提
供している。農地に暗渠管をいれて排水することで経年的に
地盤が沈んでいくため、それを補うために農地へ還元するこ
とについては、関係機関と協議して有効活用してほしい。

実施計画策定時には、事前の植生調査を実施している。完
成後の適切なタイミングで植生調査を実施していきたい。

全体の効果量の評価は、平成 30年度時点で一度実施して
いる。その後の事業進捗に伴い評価は必要と考えているの
で、実施していきたい。

原始の姿のシミュレーションは、昔の河川の状況を再現
することで得られる知見から、今後の対策に活かしてい
くことを目的に実施していく。湿原再生は農業者など地
域を理解しながら取り組む必要があると思っている。

農業者から今使っている農地をできるだけ改善するよう
な手当をしてほしいという要望があった。事業実施にあ
たり、河川管理者として農業事業と連携し、発生する土
砂の提供をさせていただきたいと考えている。

土砂流入小委員会HP

https://www.kushiro.pref.hokkaido.lg.jp/kk/kkk/dosya_ryunyu_syouiinkai.html

【合同検討】

【久著呂川における土砂流入対策全体を通して】

【湿原流入部土砂調整地】


